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令和２年３月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和２年３月２４日（火曜日） 

開 会 １５時００分 

閉 会 １６時４０分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育委員 山内健 教育委員 中野昭子  

教育委員 阿部英子 

 （２）欠席者 

教育委員 澁谷 昌樹 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校給食係長 宮崎達生 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 大塚泰信 

  こども育成課長 塩田礼子、こども育成係長 福間紀美子 

  家庭支援係長 松﨑祐一、文化・スポーツ推進課長 古賀 淳 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 
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○山本教育長 

  それでは、３月定例教育委員会を始めさせていただきます。 

  まず、教育長報告です。お手元の教育委員会行事報告をごらんください。

２月１２日の水曜日、２月定例教育委員会を実施しております。主な案件 

は、３月補正予算、令和２年度予算、小中学校管理職人事等についてでござ 

いました。 

  １３日木曜日、学力向上検証委員会、今年度第４回目を実施いたしました

が、これには中野委員にも御参加いただきました。教育事務所から指導をい

ただいたところでございますが、取り組みがしっかりしてきているという評

価をいただいたところでございます。 

  １９日水曜日、福岡教育大学教職大学院研究報告会が大学で実施されまし

た。直方市からは２名、本年度が２年目になります、直方二中の佐竹真由子

先生、本年度が１年目の下境小学校、桑野美咲先生、このお二方が大学院に

行かれており、お二人とも立派な報告をされておりました。 

  同日、北九州教育事務所初任者研修閉講式に参加してまいりましたが、直

方市から行っております初任者もなかなか立派な様子でございました。 

  ２０日木曜日、直方市の初任者研修閉講式ですが、今年度は１０名が参加

しております。 

  ２１日、３月議会本議会の提案説明、ここから議会が始まっております。 

  ２５日、火曜日、教育論文・実践記録表彰式並びに発表会ということで、

教育論文のほうが優秀賞３点、優良賞が６点、それから実践記録部門のほう

が優秀賞１点、優良賞が１１点ということで、前年度３０に対しまして本年

度２１ということで若干数が減少しているところでございます。 

  ２６日、水曜日、学校保健会研修会、講師のパークサイドこころの発達ク

リニックから原田剛志先生が講師としておいでいただきまして、学校におけ

る発達障害の対応というタイトルで講話をいただいたところでございます。 

  ２８日、金曜日、臨時校長会議、３月２日から３月２４日まで実施した臨

時休業に関する臨時校長会議ということで実施いたしました。卒業式などは、

対策を講じて実施すること、休業中の家庭訪問の実施などについても連絡し

ております。 

  ３月に入りまして、２日、小中学校臨時休業についての定例校長会議を実

施いたしました。 

  ４日水曜日に、臨時教育委員会、それと臨時小学校長会議を実施いたして

おります。保護者による保育環境が整わないと認められる児童の対応につい

て、学童保育の協力をいただくなかで、取り組みを始めたところです。 

  １１日直方市教育研究所二年次研究員修了式を実施いたしました。合計４
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名の教諭が修了したところです。 

  １２日木曜日、中学校卒業式が実施されました。議会中ということで、各

教育委員に御対応いただいたところでございます。 

  １３日金曜日、新型コロナウイルス感染症対策本部会議の第５回目が実施

されたところです。 

  １６日月曜日、１７日火曜日の二日間が、小学校の卒業式ということで、

月曜日が５校、火曜日が６校、実施をされました。こちらのほうにも教育委

員の御協力をいただいたところでございます。 

  １８日水曜日、直方市部活動外部指導者選考委員会を実施いたしまして、

一中が３名、二中が３名、三中が３名、植木中２名、合計１１名の選考をし

たところでございます。 

  １９日木曜日、学校給食連合会会計監査を教育長室において実施いたしま

した。 

  ２３日月曜日、第４回不祥事防止対策検討委員会、こちらのほうも教育長

室のほうで実施いたしました。 

  ２４日火曜日、３月定例教育委員会、本日でございます。 

  裏面です。２５日水曜日、この日が人事の内示ということになります。順

番でいきますと、管内教育長会議が朝からございます。そして、北九州教育

事務所管内不祥事防止対策推進委員会がございます。その後、臨時校長会議、

長期派遣研修員研修命令書交付式となります。 

  ３１日木曜日、臨時校長会議、退職教職員辞令交付式、転入・新任管理職、

新任主幹教諭等の服務宣誓式を行います。 

  教育長からの報告は、以上でございます。何かございましたらお願いいた

します。 

 

○山内委員 

  卒業式について、去年も言ったことですが、一同起立、礼、着席、開式の

言葉、一同起立、国歌斉唱の流れについて、座らせない学校があるとおもい

ます。一同起立、開式の言葉、立ったままで、国歌斉唱、国歌斉唱が終わっ

たら一同着席というやり方と、一つずつ立って座らせるという２つのやり方

があります。直方市は立ったり座ったりさせていて、中間市は立たせたまま

で流していますが、市内の学校で違うというのは、式のありようを子供たち

にきちんと学ばせる上では直方市の昔からのやり方が一般的と思いますが、

そこを確認したほうがいいのではないでしょうか。 
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○学校教育課長（川原国章） 

  去年意見をいただいて、定例校長会議で一回一回立つ形で行うということ

を共通認識していましたが、式の前に徹底するのを忘れていました。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  近日中に、進行次第を書き直させるようにいたします。 

 

○山本教育長 

  そのほかに、よろしいでしょうか。では、議案に進んでまいります。 

  まず、議案第４３号、直方市民文化祭に関する要綱の制定について、文

化・スポーツ推進課長、お願いいたします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  資料１をお願いいたします。議案第４３号、直方市民文化祭に関する要綱

の制定について、直方市民文化祭実行委員会設置要綱の制定について、別紙

のとおり提案する。令和２年３月２４日、直方市教育委員会、教育長、山本

栄司。提案理由は、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定によ

り提案するものであります。 

  二枚目に、直方市民文化祭に関する要綱（案）をつけております。本議案

は、直方市民文化祭を実施する実行委員会に関する定めでございます。最下

段、附則２で定めますように、既存の直方市民文化祭実行委員会設置要綱を

廃止し、本議案の直方市民文化祭に関する要綱として新たに定めようとする

ものでございます。現行の要綱は、実行委員会の業務や委員を中心に定めら

れたもので、教育委員会が主催し、実行委員会を設置し、事務局を担当し、

市民文化祭を実施するような内容となっておりました。現在は市民参加が進

んでおり、市民主導型の文化祭実行委員会になりつつあります。実態にそぐ

わない部分が見られるようになってきたことによります改正でございます。 

  また、予算配当も１０款４項１３目の中で１３節委託料から１９節負担金

補助及び交付金へと実態に合わせて変更されたところでございまして、１３

節の場合は実行委員会に委託という形で支出していたものから１９節の場合

は負担金ということで実行委員会の構成員として開催経費の一部を負担金と

して支出いたしまして、共同で事業を実施するという形態へ予算面でも実態

に合わせて変更してございます。 

  本議案の要綱は、第１条、趣旨で、直方市民文化祭を直方市民文化祭実行

委員会と共催するためと定めまして、教育委員会が実行委員会との共催事業

として取り組むことを明記してございます。これによりまして、例規上も市
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と市民団体及び参加者らが共同して実行委員会の運営に当たるという実態に

沿った内容となりまして、その業務のうち直方市教育委員会が担う業務のみ

を規定し、整理しようとするものでございます。 

  これによりまして、直方市教育委員会は実行委員会に対して負担金を支出

し、共催となります構成員の一員及び事務局として実行委員会に参加いたし

ます。一方で市民団体や参加者が運営にかかわりやすくなりまして、実行委

員会の自由度は向上いたします。実態に沿った積極的な市民参加の文化祭へ

とさらに発展することが期待されておるような改正案となっております。 

  

○山本教育長 

  今、文化・スポーツ推進課長のほうから市民文化祭の要綱の内容変更とい

うことで御提案ですが、何か御質問がございましたらお願いいたします。 

  なければ、お認めいただけましたら挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  では、可決ということで議案第４３号は終わります。 

  続きまして、議案第４４号、国指定史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画の策

定についてお願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  議案第４４号、資料２でございます。国指定史跡筑豊炭田遺跡群保存活用

計画の策定について、この遺跡群は、旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所及び救

護練習所模擬坑道でございます。国指定史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画の

策定について、別紙のとおり提案いたします。提案理由といたしまして、直

方市教育委員会事務委任規則第３条の規定により提案するものでございます。

着座にて説明させていただきます。 

  議案第４４号について説明いたします。本議案は、国指定史跡となりまし

た旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所及び救護練習所模擬坑道保存活用計画の策

定に承認を求める議案でございます。令和元年９月の定例教育委員会、議案

第２９号で直方市文化財等に関する有識者委員会に諮問した案件です。 

  内容の概略を説明いたします。保存活用計画の三枚目に目次がございます。 

第１章から第４章までが地域の歴史、遺跡群の概要、直方市の史跡の概要

が定められております。第５章で、それらの現況を受けた現状と課題を整備

いたしておりまして、第６章以降が保存活用に向けた理念、管理、整備、活
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用及びその運営・体制などを記述しております。具体的な内容を若干説明さ

せていただきたいと思います。 

  ５０ページ、先ほど申し上げました第５章、旧直方会議所等の現状と課題、

第１節の（２）が課題となっておりまして、中段のほうには保存管理に関す

る課題、最下段のほうに次のページにわたって活用に関する課題が列記をさ

れております。現状に関する課題は、建屋に関する保存管理の現状、ハード

的な現状の課題と最下段のほうから次のページにかけてはソフト面の課題が

整理されておりまして、基本的にはアナウンスが足りないとか周知が足りな

いとかいう話になっております。 

  ５８ページに飛びまして、中段以降に表がございます。表８－３－１、保

存管理の方法、先ほどの課題に対応しましたハード面をどういうふうにして

いくかという保存活用に関する必要な対応策が示されております。基本的に

は長期期間現状を保存するために必要な措置を中心に検討を重ねて記述をさ

れております。 

  ６５ページ、第９章、直方会議所等の活用、先ほど課題のほうで説明しま

した活用方法についての例示がされております。広報、告知、アナウンスに

関する具体的な方法がツアーの開催、それからマップづくり、次のページに

行きましてデジタルコンテンツ、それからユニークな活用など、さまざまな

ものが書かれております。 

  概要としては以上のようなものですけれども、この基本計画、基本活用計

画の策定に当たりまして、私ども教育委員会としては作成当初から文化庁、

それから県の文化財保護課と頻繁に保存活用計画の体裁、それから章立てに

ついて指導、意見交換をしながら策定をしてきております。３月１２日にパ

ブリックコメントの内容を考慮した答申を受けまして、教育委員会内部での

検証をいたしました。その後、福岡県教育委員会文化財保護課及び文化庁の

審査を経て提案した議案になっております。 

  この議案は、保存活用計画という名称の基本計画となるものですから、こ

のように多彩な記載をしております。この多彩な記載をすることによって、

将来的に整備計画を策定する場合、あるいは活用計画を策定する場合にこの

保存計画のこの記述を具体化した施策ですよという記述をすることで補助対

象経費となる可能性が高くなるために、想定されることはほとんど網羅をし

て書いているつもりでございます。そのような最終答申を受けた教育委員会

の案として、今日の議題に出させていただいております。 

  

○山本教育長 

  筑豊炭田遺跡群の保存活用計画ということで、原稿の確認ということでご
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ざいました。パブリックコメントのほうも終わってあるということでした。 

  よろしいですか。御承認いただけましたら挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案第４４号も可決ということで先に進みます。議案第４５号、直方市児

童生徒就学援助規則の一部を改正する教育委員会規則について、お願いいた

します。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料３をごらんください。議案第４５号、直方市児童生徒就学援助規則の

一部を改正する教育委員会規則について。直方市児童生徒就学援助規則の一

部を改正する教育委員会規則について、別紙のとおり提案します。令和２年

３月２４日、直方市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育

委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するものであります。 

  三枚目の裏をごらんください。第８条になります。就学援助の支給限度額、

第８条、就学援助として支給する金銭の限度額は､別表のとおりとするとい

うところで、国の基準に合わせて金額を変えたというものです。新旧対照表

をごらんください。 

  １月の定例教育委員会で新入学児童生徒の学用品費については、改正させ

ていただきました。約１万円ずつ上がっています。今回は、それ以外を国の

基準に合わせたという形で、学用品費及び通学用品費の中学校１年生は２，

０５０円が年額２４，８００円、２年から３年は２，２４０円が年額２７，

０５０円に変わっているというものです。以上です。 

 

○山本教育長 

  入学準備金の金額変更ということでございましたが、御質問がございまし

たらお願いします。では、了承いただけましたら挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案第４５号も可決ということで先に進みます。議案第４６号、令和２年

度直方市教育施策要綱についてお願いいたします。 
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○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第４６号、令和２年度直方市教育施策要綱について。令和２年度直方

市教育施策要綱について、別紙のとおり提案する。令和２年３月２４日、直

方市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委任

規則第２条第１号の規定により提案するものであります。次のページの教育

施策要綱をごらんください。 

  今回の施策要綱は、教育委員の皆様に議論いただきました教育大綱に続き

まして、各課の教育施策をつなげていく形としております。また、書式につ

きましては、昨年、学校教育課の書式がとても見やすいとのご指摘をいただ

きましたので、それに統一して全課作成しております。 

  ページに伴って構成を説明させていただきます。１ページ目は目次、２ペ

ージ目が教育大綱の前文、教育を取り巻く状況、３ページ目に教育大綱を載

せております。４ページ目から、まず教育総務課の主要施策について、７ペ

ージ目からは学校教育課の主要施策を記載いたしまして、１２ページ目から

がこども育成課の主要施策、そして１４ページ目から文化・スポーツ推進課

の主要施策を記載しております。全体を通しまして、意見等ございましたら

よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  今年度から教育大綱が先頭にくる形に変えてあるとのことですが、令和２

年度直方市教育施策要綱の内容について、何か御質問、御意見がございまし

たらお願いいたします。 

   

○山内委員 

  感想というと失礼かもしれませんが、年々見やすくなって、今回は特に見

やすくまとまっているとの印象を受けました。今までは寄せ集めという感じ

がぬぐえませんでしたが、今年はきちっと筋が通って最後まできっちり見る

ことができました。少しぜいたくなお願いですが、教育大綱と施策との関連

を図式化して示されたようなものを作っていただきたいなと思います。大綱

の方針の１はここで生かされているのだなということがわかって、施策をつ

くる側もより大綱を意識してつくっていけるのではないかなと思います。 

  それと、小さいところですが、１１ページの６行目の終わり、地域ととも

にある学校を努めますとなっていますが、学校を目指しますではないかと思

います。ここは変えたほうがいいのではないでしょうか。 
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○山本教育長 

  わかりました。これは後で修正してください。そのほかのところはよろし

いですか。それでは、御承認いただけましたら、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  では、議案第４６号も可決ということで、議案第４７号に進みます。直方

市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する教育委員会規則について、お

願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第４７号、直方市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する教育委

員会規則について、別紙のとおり提案する。令和２年３月２４日、直方市教

育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第

２条第２号の規定により提案するものでございます。 

  新旧対照表の１ページ目、右側の旧の７番目、教育費予算の総合的調整に

関すること、１１番、教育委員会事務局職員及び教育機関の職員（県費職員

を除く。）の研修に関すること、２４番、その他他課の主管に属さない事務

に関することにつきましては、教育総務係で担当しておりませんので、現状

に合わせて整理させていただいたところでございます。 

  次に二枚目の右側、学校教育係の１０番、１１番、就学援助事務に関する

こと、特別支援教育就学奨励費に関することについては削除し、移管を受け

る学校給食係の６番と７番目に新たに記載しております。 

  二枚目の裏のページをお願いいたします。こども育成係の６番目に私立幼

稚園就園奨励費補助金に関することがございますが、制度がなくなるため削

除しているところでございます。 

  以上、議案第４７号について提案させていただきました。よろしくお願い

いたします。 

 

○山本教育長 

  議案第４７号、直方市教育委員会事務局処務規則の一部を改正ということ

でございました。質問がございましたらお願いいたします。 

 

○山内委員 

  今回の改正は、何かがあってということではなく、単純に整理しなくては
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いけないものを整理したという理解でよろしいですか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  教育総務係につきましては、整理していなかった部分を今回整理させてい

ただきたいというものです。就学援助につきましては、新年度から就学援助

業務を学校教育係から学校給食係に移管することに伴っての改正です。３点

目のこども育成課の幼稚園就園奨励費補助金に関しては、今年度末で制度自

体がなくなりますので削除という形で整理させていただいきたいというもの

でございます。 

 

○山本教育長 

  では、御承認いただけましたら、挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案第４７号も可決ということで、議案第４８号に進みます。直方市麻し

ん予防接種事業実施要綱の制定について、お願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  議案第４８号、直方市麻しん（任意接種）予防接種事業実施要綱の制定に

ついて、直方市麻しん予防接種事業実施要綱の制定について、別紙のとおり

提案する。令和２年３月２４日、直方市教育委員会、教育長、山本栄司。提

案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案する

ものであります。 

  一枚めくっていただきまして、直方市麻しん予防接種事業実施要綱（案）

をつけさせていただいております。 

  第１条におきまして、この予防接種の目的を定めております。児童福祉施

設等における乳幼児の麻しん感染拡大防止、麻しん発生を予防するための予

防接種ということで、公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的として

設置されております。 

  第２条では、要綱の定義を規定しております。 

  第３条で対象者を規定しておりますけれども、前回の委員会におきまして、

対象者につきましては抗体検査を事前に行った後ということで御説明を差し

上げましたけれども、県のほうで示された対象者と合わせる必要がございま

して、対象者につきましては市内の児童福祉施設にいる乳幼児と接する職員
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としております。麻しん予防接種を２回以上受けたことが明らかである者と、

麻しんに罹患したことが明らかである者は除かれる形で、それ以外の方は全

員受けていただくようになっております。 

  予防接種の種類は次のとおりになっていますが、誤ったものがついており

ますので、後で訂正させていただきます。予防接種の方法といたしましては、

直方鞍手医師会にお願いしております。予防接種の料金につきましては、無

償ということになっております。申請につきましては、児童福祉施設等を通

じて申請していただきまして、予防接種の可否を決定いたします。 

  第９条におきまして、実施の方法、それから第１０条、予防接種済証の交

付、それから予防接種期間といたしまして、これにつきましては県と足並み

をそろえておりまして、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１

年間となっております。 

  なお、要綱につきましては、令和２年４月１日から施行するとなっており

ます。 

   

○山本教育長 

  第４条以外のところでということになりますが、その分で御質問がござい

ましたらお願いいたします。なければ、御承認いただけましたら、挙手をお

願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案の最後になります。議案第４９号、直方市風しん予防接種事業実施要

綱の一部を改正する教育委員会告示についてお願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  議案第４９号、直方市風しん予防接種事業実施要綱の一部を改正する教育

委員会告示について、直方市風しん予防接種事業実施要綱の一部を改正する

教育委員会告示について、別紙のとおり提案する。令和２年３月２４日、直

方市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委任

規則第２条第２号の規定により提案するものであります。 

  新旧対照表により御説明させていただきます。まず、直方市の風しん予防

接種事業につきましては、妊婦の風しん感染を防ぐということを目的として

おりまして、対象者につきましては、妊娠を希望する女性で抗体検査をいた

しまして、抗体価が低い方について予防接種を行うというような形になりま
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す。それから妊娠希望者、または妊婦の配偶者、それから妊婦の同居者とい

った方が予防接種の対象者となりますが、この中で今回改正させていただき

ますところにつきましては抗体検査の種類がふえておりまして、今までは旧

のところの第２条の表の中の抗体検査の方法ということで、赤血球凝集抑制

法（ＨＩ法）というのと、酵素抗体法というところで三種類の方法で抗体検

査をしておりましたけれども、これの抗体検査の方法がふえまして、左の新

のところに書いてありますように、ＨＩ法から始まりましてＥＩＡ法、それ

からＥＬＦＡ法、ＬＴＩ法とずっと下まであるんですけれども、次のページ

の最後、バイオ・ラッドラボラトリーズ株式会社が出されている抗体検査ま

でというようなことで種類がふえておりますので、国で示される抗体検査の

方法にのっとったような形で改正をかけております。 

  予防接種の期間につきましては、第１０条の平成表記だったところを令和

表記に改正をしております。附則といたしまして、この要綱は、令和２年４

月１日から施行としております。以上、議案第４９号について御説明いたし

ました。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  直方市風しん予防接種事業実施要綱の一部を改正する教育委員会告示とい

うことでございましたが、これにつきまして何か御質問、御意見ございまし

たらお願いします。では、承認いただけましたら、挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  報告に進みます。報告の１番目、３月の定例会報告からお願いいたします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  ３月定例議会の一般質問についての報告でございます。資料８をごらんい

ただきたいと思います。全部で１３名の議員からございましたが、教育委員

会にかかわる分だけ説明させていただきます。 

  まず、高宮議員から新型コロナウイルスへの対応についてということで質

問がございました。内容としては、報道がされているけれども国や県から何

らかの通知はあるのかというものでした。２月の下旬でございましたので、

厚生労働省、それから文科省のほうから通知を受けて市で対策本部を設置い

たしまして、ホームページ等で周知をしております。この当時は、嘉穂鞍手

保健福祉、環境事務所にあります保健所の主催で関係者の連携会議が開催を
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主にされておりましたので、そこからの通知等を各学校に送り、適切な対応

を行っていくということで答弁を行っております。 

  次に、矢野富士雄議員からです。二件ありまして、一つ目が中学校のクラ

ブ活動についてです。内容については、今は生徒数が少なくなっているので

中学校のクラブ活動が順調に円滑に行われていない部分があるのではないか

という質問でございました。答弁は生徒数の減少によって、なかなか合同チ

ーム等でないと出場できないようなクラブ活動が出てきておりますけれども、

部活動というものは教育的価値の高いものでありますので、今後そのあり方

についてはバランスのとれた生活、成長の度合い、そして教員の働き方改革

等も含めて検討していくとお答えしております。 

  それから、もう一点が学力向上についてです。質問は、直方市では「確か

な学力」、「健やかな体」、「豊かな心」を重要な施策として、市民も大きく関

心を持つ内容ということで、教育を進めていってもらっているけれども近隣

の小竹町や遠賀町などが成果を上げているようであるが、直方市はどうなの

かということでございました。答弁といたしましては、直方市は今年度、初

めて全国平均を上回るような結果を出しており、これまでの取り組みを継続

していくとともに少人数指導の取り組み、分割授業などを充実させて、これ

からも継続していきたいというふうに答弁しております。 

  次のページをごらんください。安永浩之議員のほうから、中学校完全給食

について。質問といたしましては、今なかなか喫食率が上がらない状況であ

る。それを踏まえてこれまでの経緯を聞かれまして、今後は全員喫食による

完全給食実現に向けて検討を進めてはどうかということでございました。答

弁の内容といたしましては、これまでさまざまな努力をしてまいりましたけ

れども、なかなか喫食率が上がらない状況というのは現実でございまして、

令和２年度の早い時期に有識者や保護者を含めた組織で協議をして、今後の

中学校給食のあり方について令和２年度内に一定の方向を目指して進めてい

きたいというふうに答弁をいたしております。 

  それから宮園議員ですが、小中学校のＩＣＴ環境整備の促進について、パ

ソコンとタブレット端末を主体とした授業を２年度から本格的に進められる

という状況の中で、どのような目的を持って活用していくのかということに

ついてお尋ねがありました。答弁といたしましては、小中学校のＩＣＴ環境

と児童生徒一人一人に一台ずつタブレット端末を令和５年度までに進める計

画となっておりますけれども、その端末を活用した授業、効果的な推進を進

めるとともに教職員のＩＣＴ研修を実施してスキルの向上も図っていきたい

というふうにお答えいたしております。 

  それから、もう一点が中学校の制服についてです。中学校についてはいろ
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んな視点から標準服を導入してはどうかというお尋ねでございました。答弁

といたしましては、中学校の校長会とＰＴＡで立ち上げております直方市立

中学校標準服検討委員会の中で保護者を対象にアンケート調査を行っており

ます。その結果を参考にして、今後制服のあり方について、制服につきまし

ては各学校長の決定事項ということもございますが、教育委員会としても進

捗については確認をしながら進めていきたいというふうにお答えいたしてお

ります。 

  次のページです。村田議員のほうから直方市立学校再編についてというこ

とで、平成２５年に直方市立学校再編整備計画を白紙撤回した以降、どのよ

うに進めているのかというお尋ねです。答弁は白紙撤回した後、本格的に進

めるという協議を行っておりませんが、現状直方市に１５校ある学校の維持

管理、いろんなことで課題も多い中で今後はコミュニティスクールへの移行

も含めて検討してまいりますというふうにお答えいたしております。 

  渡辺和幸議員からは、公立学校教員への「１年単位の変形労働時間制」導

入についてお尋ねがありました。この制度について、実際に導入した場合に

どんな課題があるのか、また直方市としてどう考えるのかというお尋ねでご

ざいました。内容については、繁忙期の勤務時間を延ばして、それを夏休み

等の長期休業期間中に休日をまとめて取得できるような制度ということです

が、導入については現場の状況をしっかり把握していく。それから教職員の

意見をきちんと聞いていくというような幾つかの課題があります。その課題

をクリアするためには、県、それから他の市町村の動向を踏まえて慎重に検

討していく必要があるというふうにお答えしております。 

  最後に、柴村議員から直方市教職員の働き方改革についてということで、

直方市では超過勤務の縮減についてはなかなか進まない部分がございます。

ワークライフバランスのとれた生活の実現と学校教育の質を維持・向上させ

るということを目的として取り組みを推進しておりますが、なかなか超過勤

務の縮減というのは実現が難しいため、県へ加配教職員の配置を要望してい

きたいというふうにお答えいたしております。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  ３月の定例会の報告でございましたけれども、この中身につきまして何か

御質問がございましたらお願いいたします。 

  では、次に進みます。新型コロナウイルスによる臨時休業について。３月

２日から市内の小中学校は臨時休業ということになっております。その経過

報告を行っておきたいと思います。部長のほうからお願いします。 

 



 

－15－ 

○教育部長（安永由美子） 

  資料の９をごらんいただきたいと思います。新型コロナウイルス感染症に

関する現状報告でございます。 

  まず、学校教育課のほうですが、３月２日から春休みまで臨時休業といた

しております。臨時休業中につきましては、家庭訪問を毎週実施しておりま

して、課題の配布、それから生活状況の把握などを行っております。 

  三点目でございますが、通信票については３月１７日、１８日、２３日、

２４日の４日間で家庭訪問して渡すということが終わっております。 

  それから、３月９日から通常学童クラブを利用していないが入所要件に該

当する１年生から６年生の希望者を対象に、臨時的に学童クラブを各小学校

に設置しております。有償で５，０００円ということで現在１８名が利用し

ております。それがきょうまでとなっております。 

  県立高等学校の入試ですが、１０日と１１日に通常どおり終わっておりま

す。卒業式も中学校は３月１２日、小学校は３月１６日、１７日に時間短縮、

参加者を縮小して実施が終わりました。 

  また、あすですが３月２５日の午前中８時３０分から１１時３０分までで

すが、任意で出校という形をとっております。内容はメンタルのチェックや

簡単なレクリエーション等を予定いたしております。 

  それから始業式は４月６日、入学式、中学校は４月９日、小学校は４月１

０日、日程は予定どおりですが、時間を短縮し参加者も縮小した形で実施す

る予定でございます。 

  部活動については、条件つきで再開を可能としております。 

  続いて、教育総務課です。学校給食の中止による食材の一部を障害者や高

齢者施設に寄附いたしております。それ以外は市役所の職員等でお買い求め

いただいたりしております。 

  それから、３月４日に臨時教育委員会を開催させていただきました。 

  続いて、文化・スポーツ推進課です。各施設の休業については、次のペー

ジ、施設の一覧表をごらんいただきまして、山部と中泉の野球場と西部運動

公園は通常どおり。ユメニティのおがたの大ホールと小ホールについては通

常どおり開館しておりますけれども、それ以外につきましては３月３１日ま

で閉館としております。ただし、図書館につきましては、予約のあった図書

資料については１０時から１７時の開館時間のみ貸し出しをすることといた

しております。 

  １ページに戻っていただきまして、イベントの中止はオリ・パラ応援イベ

ントや古墳公開、ふれあい学級など中止いたしております。それから図書館

が１１の小学校の１９の学童クラブに対して本の配布をいたしております。 
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  続いて、こども育成課です。各事業の中止、延期、それから子育て支援セ

ンターを３月３１日まで閉館としております。先ほど申し上げました臨時学

童クラブを小学校に設置しております。 

  三枚目に、こども育成課については実施の内容を記載いたしておりますの

で、ごらんいただきたいと思います。 

 

○山本教育長 

  新型コロナウイルスに対する臨時休業についての経過報告ということでご

ざいましたけれども、何か御質問がございましたらお願いいたします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  済みません。学校教育課のプリントを配っておりますので、説明いたしま

す。資料９の直教学第１９０３号－３です。 

  直方市では、児童生徒の家に家庭訪問しているという形で登校日を設定す

るようにしていませんでした。しかし、子供たちが友達は元気にしているか

どうか非常に心配しているという声があったので３月２５日を任意登校日と

し、子供たちのストレスの解消を大きな目的として登校していただくように

しました。 

  二枚目をごらんください。部活動は、条件つきで部を単位として活動を実

施可能としますという形で、この文書を３月２３日に通知しております。体

育館の中で幾つかの部が活動するようなことがないようにというのが大きな

問題です。 

  それと三枚目をごらんください。直教学第１９０３号－４です。始業式及

び入学式についての関係です。始業式は体育館で式を行わず、校内放送等を

活用して行うという形です。教職員の離任の会、あと赴任の会もありますが、

学校の状況で体育館に集めたりせずに、放送や天気がよければグラウンドな

どで人が密集するという条件にならないような形でやってください、入学式

については極力少ない人数で式典全体を３０分程度に短縮するようにとの文

書を発出しております。以上です。 

 

○山本教育長 

  学校教育課のほうから追加の説明がございました。臨時休校に関しまして、

直方市は基本的に登校日等をつくって学校に生徒を集めるということは避け

て、逆に先生方のほうが家庭訪問で回ってもらうということでありました。 

先生方にはかなり負担をかけたと思うのですが、週１回は学校の先生が家

を訪ねてくるというような形をとりました。家庭のほうから申し出等があっ
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たか調査をかけましたところ、子供がストレスたまって問題を起こしたとい

ったことはないようでして、逆に感染防止ということであれば先生が来るの

をやめてほしいという意見もあっております。 

  ２５日に任意登校日を設定し、ストレス等の状況を確認しようという動き

でございます。 

   

○中野委員 

  入学式に関しては、教育委員は任意で参加しておりましたが、今回は行か

ないほうがいいでしょうか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  来賓に関しては御遠慮いただくようになっています。 

 

○中野委員 

  わかりました。それともう一つ、センターとか中央公民館、歳時館などは

３１日まで閉館になっていますけれども、４月１日から平常どおり開館する

予定ですか。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  対策本部会議が今週末か、来週初めに開催される予定になっております。 

近隣の市町村に感染者が出なかったり、市内に出なかったりということで

あれば、今のところは開く予定とはなっております。最終的には、対策会議

で決定することになっております。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  ほかによろしいですか。では、次に進みます。直方市一時預かり事業補助

金交付要綱の制定について、お願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１０をごらんください。直方市一時預かり事業（幼稚園型Ⅱ）補助金

交付要綱ということでございます。 

  この要綱につきましては、幼稚園に対して行う補助金でございまして、３

歳未満で日中に保護者等がいなくて保護する者がいないというような要件が
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ある人に対して、お預かりをしている幼稚園に補助するという内容になって

おります。 

  補助金の額につきましては、市長が予算の範囲内で定めた額という形で考

えております。補助対象経費といたしましては、第５条に載せておりますけ

れども、保育士の人件費であったり、光熱水費を含んだところの需用費を対

象としております。 

  二枚目に、附則といたしまして令和２年４月１日からの告示といたしまし

て、３年間有効として令和５年３月３１日まで補助金としております。 

   

○山本教育長 

  直方市一時預かり事業補助金交付要綱の制定ということでございました。

これにつきまして、何か御質問がございましたらお願いいたします。 

  では、次に進みます。直方市多子世帯の幼稚園保育料補助金交付要綱の制

定についてお願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  済みません。先に資料６の麻しんの予防接種の件で、第４条の予防接種の

種類というところで御説明ができなかった部分を説明させてください。大変

申しわけありませんでした。 

 

○山本教育長 

  議案第４８号ですね。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  議案第４８号、麻しんの予防接種です。予防接種の種類は、第２条に記載

のＭＲ（乾燥弱毒生麻しん風しん混合）ワクチンと乾燥弱毒生麻しんワクチ

ンという二種類で考えております。資料のほうには、第４条予防接種の種類

というふうに載せておりますけれども、施行のときには第４条を削りまして、

第５条以下が繰り上がるような形での公布を考えております。 

 

○山本教育長 

  第４条は削除になり、あとの項目が繰り上がるということですが、先ほど

第４条の以外のところは承認をいただきましたけれども、今の第４条につき

ましてよろしいですか。 

 

（はいという声） 
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○山本教育長 

  ありがとうございます。では、議案第４８号は承認ということで終わりま

す。それでは、先ほどの報告事項についてよろしいですか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１１をごらんください。直方市多子世帯の幼稚園保育料補助金交付要

綱（案）を説明いたします。 

  こちらにつきましても新規の要綱でございまして、幼稚園の保育料に対す

る補助金でございます。今年度の１０月から幼児教育無償化ということで、

幼稚園につきましても３・４・５歳、年少さん、年中さん、年長さんのクラ

スの保育料につきましては無償化になってきております。それに合わせて、

一時預かり幼稚園型のように２歳児も幼稚園では預かることができるため、

兄弟児さんの保育料につきましても軽減する補助金でございます。 

  補助金の額といたしましては、第４条、一月当たり４２，０００円を上限

としております。３歳から５歳までは国の無償化、２歳児さんに対して多子

世帯の場合は、こちらの多子世帯幼稚園保育料補助金を活用していただく予

定で考えております。以上で、説明は終わります。 

 

○山本教育長 

  直方市多子世帯の幼稚園保育料補助金交付要綱の制定についてということ

でございました。何か御質問がございましたらお願いします。 

  よろしいですか。先に進めます。直方市保育所等における新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止に係る補助金交付要綱の制定についてお願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１２をごらんください。直方市保育所等における新型コロナウイルス

感染症拡大防止に係る補助金交付要綱でございます。 

  目的といたしましては、今般コロナウイルス感染拡大防止ということで取

り組んでいるところでございまして、保育所につきましては学校とは違いま

してコロナウイルスがあるからと言ってなかなか閉めるわけにはいかないと

いうことで、開所しているような状況にあります。そういった中で感染拡大

防止を図らないといけないというところで、国から一施設につきまして５０

万円を上限とした補助金、１０割補助ということで、市を通じて出すような

形にはなっております。空気清浄機や、消毒薬とかを購入したときの経費を

見ますよというような補助金に対応する今回補助金要綱を新規設定というこ

とでさせていただいております。これにつきましては、公布の日から施行す
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るということで一年だけという形になりますので、令和３年３月３１日まで

の補助金要綱となっております。以上です。 

 

○山本教育長 

  保育所等における新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る補助金交付要

綱ということでございましたが、これにつきまして御質問がございましたら

お願いします。よろしいですか。 

  では、次に進みます。第２期直方市子ども・子育て支援事業計画の策定に

ついてお願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１３をごらんください。第２期直方市子ども・子育て支援事業計画概

要版をお手元に配付させていただいております。第１期につきましては平成

２７年３月に５カ年の計画ということで策定させていただいておりました。

今度は第２期ということで、令和２年度から５カ年計画の計画を策定してお

ります。 

  ２ページをごらんください。今回第２期ということですので、第１期計画

の検証と評価を行っております。第１期計画中に新たに事業を起こしたもの

といたしましては、放課後児童健全育成事業の学童クラブが平成２７年度以

前は保護者会の運営であったところが、市が運営というような形で形態が変

更されております。それから、学童クラブから４つ下の病児・病後児保育事

業ということで、こちらにつきましては「あざかみこどもクリニック」と鞍

手乳児院ほうで新規スタートさせております。 

  ３ページをごらんください。３ページにつきましては、各種データという

ことで、人口割合の推移や出生数の推移、それから女性の年齢別就業率とい

うような形で記載させていただいております。 

  ４ページにつきましては、子ども・子育て家庭を取り巻く現状ということ

で、昨年度行いましたニーズ調査から数字を拾っております。平日の定期的

な教育・保育事業の今後の利用希望というところでは、認可保育所が４５．

２％ということで最も多く、次いで幼稚園ということで４０．３％というよ

うな形となっております。 

  また、その下の放課後の過ごし方の希望といたしまして、低学年につきま

しては最も多いのは自宅。次いで学童クラブ、高学年については放課後の過

ごし方として第１番が自宅、それから続いては習い事という形での過ごし方

を希望しております。 

  次のページをごらんいただきまして、５ページつきましては計画の基本理
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念というような形で、前回の基本方針を引き継ぐような形で、第２期につい

てもなっております。 

  続きまして、６ページをごらんください。今後５カ年につきまして令和６

年度の目標とする量の見込みに対してどういった形で確保していくかという

数値目標を掲げております。 

  認定区分が２号認定のところにつきまして、令和６年度目標のところをご

らんいただきますと、量の見込みが８０７人に対しまして確保の内容が７５

５人、ニーズは８０７人分あるけれども、実際はちょっと７５５人分しか確

保できないというような数字であるとか、３号認定のところの１・２歳につ

きましてはニーズについては５０１名だけれども、確保の内容としては４１

１人というようなところでニーズに対して応えることができない部分という

のが発生する見込みとなってきております。ここにつきましては、今後こど

も育成課のほうでどういった対応ができるか検討していかないといけない、

施策を考えていかないといけない課題と捉えております。 

  今までのスケジュールといたしましては、平成３０年度中にアンケートを

行いまして、子ども・子育て会議をたびたび開いて内容を確認いたしまして

２月の頭から３月の頭までパブリックコメントを実施して、それが終了して

いるところでございます。 

  こちらの概要版につきまして、校正等でまだ変更の余地があるというよう

なところですが、大まかにはこの形で行く方向で考えております。以上です。 

 

○山本教育長 

  第２期直方市子ども・子育て支援事業計画の説明でございましたが、これ

につきまして御質問等ありましたらお願いします。では、次に進みます。 

新入学童保育所新築工事の完了についてお願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料は特に御用意しておりませんけれども、今年度新入学童保育所新築工

事を行っておりまして、工事の完了検査を先々週３月１３日に受け、手直し

がありましたけれども引き渡しを受けまして、３月２９日に引っ越しの運び

になりそうですので御報告させていただきます。３月２６日に、１時間ほど

子供さんに中を見てもらうかなというふうに考えております。コロナウイル

スの関係とかもありますので長時間にわたって公開もできませんし、完成祝

いみたいな会を催すこともできませんけれども、中を見ていただいて喜んで

使えていただけたらと考えております。以上です。 
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○山本教育長 

  新入の学童ができ上がったということでございます。次にまいります。臨

時休校による学校給食の対応について。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  臨時休校による学校給食の対応について説明させていただきます。 

  小学校について、３月初旬に使用予定だった冷蔵品３品目、具体的にはベ

ーコン、ハム、ウインナーなんですけれども、この分は３月中旬までと消費

期限も短かったので、部長のほうから報告がありましたとおり障害者入所施

設、養護老人ホームのほうに寄附させていただきました。 

  セレクト給食というのが小学６年生にありますけれども、こちらの冷凍品

６品目がございまして、買い取るしかなかったため、この分については学校、

市役所の職員に定価で販売をしたところでございます。 

  中学校のほうは、冷凍品が２品目ありましたけれども、これは４月以降の

給食にて対応する予定です。 

  冷凍品であるとか調味料といったものについて、損失額は５０万円程度と

みこんでおりますけれども、もしかしたらちょっとふえるかというところで

す。県の学校給食会のほうに発注しておりますが、請求確定額が今週末ぐら

いにわかるということで、それを待ってからというふうに思っております。 

  ３月分給食費を徴収しなくなったことで、全体で５００万円ぐらい損失が

見込まれます。図で説明させていただいておりますけれども、給食実施回数

というのは月によって違ってございます。ですけれども、給食費は毎月定額

でしか入ってきませんが、仮に給食費１００万として、４月は１０回で食材

費７５万円だとすると２５万円プラス、１０月は実施回数が多く２０回だっ

たら１５０万円になってマイナスが５０万円となります。１年間おしなべて

予算組みをしていますが、直方市学校給食会の内規の中で実施回数が３回以

下のときは給食費を徴収しないというふうにしており、３月は給食費を徴収

することはできませんでした。３月は簡単に言えば黒字になる月ですが、年

間を通して大幅なプラスを見込んでいた３月分の収入が見込めないので、か

なりの赤字がでると思われます。 

  これにつきましては、学校給食会の補助金交付要綱を今制定中でございま

して、この分で補填をして赤字等を解消していこうと考えております。国か

ら、食材についての寄附した分であるとか、そういった使えなくなった部分

の食材についての補填というのは示されておりますので、スケジュールは具

体的に示されておりませんが、そちらのほうを活用していきたいというふう

に考えております。 
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  三点目が調理委託料ということで、調理は実施していませんが、委託業者

より通常どおり支払いを求められました。というのも人的補償というか休業

補償、人員確保のこともあります。国のほうからも通知でみだりにまだ協議

も整っていないのに委託料を減額するといったことはせず、きちんと協議し

てから決めるようにとの指示も出ておりますので、委託料についてはひとま

ず通常どおり払いまして、来年度以降、この分は国からの補償といったこと

を合わせて、委託業者と協議を行っていきたいと思います。 

  中学校に関しては実施回数に応じての委託料の支払いでございます。先週

末に実際に何かしらの補償はございませんかという相談はありましたけれど

も、契約では支払うようになっておりませんので、こういったところで損し

ていますよというところを提示いただいて、それで協議するように中学校給

食の委託業者のほうには話をしております。説明を終わります。 

 

○山本教育長 

  臨時休校による学校給食の対応についての説明でしたが、何か質問はござ

いませんか。では、裏面に移り、直方市適応指導教室の実施場所について、

お願いいたします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料はございません。直方市適応指導教室の実施場所は、現在、健康福祉

別館１階で適応指導教室を行っています。本年度、児童はいませんが、在籍

生徒は１４名いて、５名卒業とはいえ非常に狭い状況で、来年度は市の中央

公民館４階の図書室も使わせていただくということにしております。中央公

民館が工事に入りますので、４月から１２月までは、健康福祉別館の１階と

市の中央公民館の４階、この２か所で適応指導教室を実施していくことを予

定しております。 

   

○山本教育長 

  中央公民館４階の図書室も使用するようになるということでございます。 

  よろしいでしょうか。次に移ります。令和２年度特別支援学級等の入退級

に係る状況について。 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料１５をごらんください。令和２年度特別支援学級等の入退級に係る状

況について報告いたします。特別支援学級の支援委員会で、９月１４日の土

曜日と１１月２３日の土曜日、それと定期的に１月、２月に判定していただ

いている状況です。 
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  １の令和元年度申請者数及び来年度在籍について、ここは訂正があります。 

申請者、未就学児３１名、児童生徒は６８名です。未就学児のうち他市、

他県に転出が２名います。来年度在籍別内訳は以下のようになっております。 

  ２の令和２年度の特別支援学級在籍（予定）者数及び学級数という形で、

在籍者数、令和２年度、小学校が１６５名、中学校が３６名、計２０１名と

いう形で年々増加している状況です。学級数のほうも令和２年度、小学校が

３３学級、中学校が９学級、計４２学級という状況です。以上です。 

 

○山本教育長 

  令和２年度の特別支援学級等の入退級の状況でしたが、これにつきまして

何か御質問ございましたらお願いします。 

 

○山内委員 

  人数が大変ふえている状況ですが、国か専門機関が、全国的にも増えてい

ることについての分析をしている、研究しているという話があったかと思い

ますが、その結果について公表されているのでしょうか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  今のところ通知等はございません。学級数の増加に関係しては、見ていた

だいてもわかるように、２６年から比べると大幅に増えていますが、３０年

から令和２年度までは極端にはふえていません。特別支援教育の考え方があ

る程度定着してきて、保護者の抵抗感が少なくなってきたため、本来的な潜

在数に収まっているというふうに直方市としては分析しているところです。 

ただ、学校現場において本当に特別支援学級に入級する要件を満たしてい

るかどうかということをきちんと理解していない状況もありますので、毎年

研修会などを行い、入級要件を満たさなければできないですよ、そういう制

度ですよということは伝えています。今後も、そういうところを徹底してい

くということと、基準に関しても法令的なものと通知によるものとあるんで

すけれども、それに基づいて精査していかないといけないのではないかなと

思います。 

 

○山本教育長 

  特別支援学級等の入退級に係る状況ということでしたが、よろしいでしょ

うか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 
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  ここには記載しておりませんが、直方二中に通級指導教室が設置されまし

た。週２０時間、非常勤講師が配置されるというものです。これで、小学校

に１校、中学校にも１校、通級指導教室が設置されたということです。 

  また、栄養教諭は今、直方市では３人配置されていますが、来年度プラス

１で４名になります。加えて、来年度だけの単年度配置で栄養教諭がもう１

名配置され、令和２年度は５人の栄養教諭等が配置されることになります。

以上です。 

 

○山本教育長 

  直方二中に通級教室が設置されたということと、栄養教諭が３名から４名

になるということでした。では、「直方の歴史を紡ぐ絵画作品コンクール」

の実施について。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  ここから六点は続けて説明してよろしいでしょうか。 

 

○山本教育長 

  では、六点まとめてお願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  資料１６をお願いいたします。小学生を対象にいたしました絵画コンクー

ルを実施しました。先ほど議案に出しました石炭記念館が国指定史跡になっ

たことによりまして、国指定史跡の石炭記念館、それから蒸気機関車、あの

周辺をモチーフにして８月１日から１２月２７日まで募集しまして、結果と

しては６９点、県外から３点、この県外の３点はおじいちゃんおばあちゃん

がこちらにおられて、帰ってきたときにそれを知ったので描いて応募しまし

たということでした。 

  結果としては、市長賞、教育長賞、石炭記念館長賞を各１点と佳作を９点、

合計１２点を選出いたしました。入賞者は一番下の５番のとおりです。表彰

式を予定しておりましたけれども、コロナウイルスの影響によりまして中止

いたしました。 

  賞状につきましては、学校を通じて、それから遠方の方は郵送にて本人に

渡しました。作品の展示につきましては展示予定でしたが、これもコロナウ

イルスの影響により中止いたしました。そのかわり、入賞作品の１２点につ

きましては４月１日号の市報の表紙、それから２ページ目、３ページ目の見

開きで便宜を図っていただきまして１２点全部を展示しております。 
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  資料１６につきましては、絵画コンクールは以上です。 

  続きまして資料１７、「ユメミルコドモネアカデミー」発表会、これは小

学生、中学生を対象にいたしました子供の可能性を育む、それを発見し応援

するための事業でございまして、音楽の基礎を学んで iPad を使って作曲、

歌詞づくりを体験いたします。 

  年間を通して１０回の講座でございまして、その発表会を３月２９日の１

１時からユメティのおがた小ホールで行います。これは観客を入れて公開す

る予定にしておりましたが、これもコロナウイルスの影響で、公募で集まり

ました５人と、それを歌っていただける去年の参加者の６名と保護者と市の

関係者のみで実施いたします。 

  受講生は北小学校が１名、感田小学校が２名、上頓野小学校が２名という

ことでございます。ちなみに、昨年度は１１名の参加がございました。新年

度改めてお願いしようと思うのは、小学校のお昼休みの時間に、昔で言うと

石けんで手を洗おうといった内容が校内アナウンスが流れていたと思うんで

すけれども、そのようにこの作品を流していただいて、一緒にこういう活動

をやっているので来年はあなたもしませんかというような告知をさせていた

だきたいと思っております。 

  続きまして、資料１８でございます。「オリンピック・パラリンピック応

援イベント」につきましては、オリンピック聖火リレーの経由地に直方市も

立候補しておりましたが、それから外れたことにより市民各方面から応援イ

ベントを開催することができないかという要望が寄せられまして、直方市と

しても直方市最大のチューリップフェアの会場で、多分その日に開会になる

であろうという３月２８日を目指して予算化まで事業化しましたが、これも

オリンピック・パラリンピックが現在どうなるかわかりませんが、チューリ

ップフェア自体が開催中止になったため、断念せざるを得なかったというこ

とで御報告でございます。 

  続きまして、資料１９でございます。西部運動公園テニスコートの改修工

事につきましては、テニスコートが８面ございます。４面、４面の８面ござ

いまして、オムニコートという全天候型の人工芝のテニスコートで完成して

から２１年たっておりますが、初めての大規模改修になりました。照明も設

置から２１年たっておりまして、照明自体が水銀となっております。水銀灯

がことし来年から生産中止で供給ができなくなりますことから、両方を一遍

に何とか解決したいということで、宝くじ助成、toto スポーツくじの採択

が決定というか当たったような、本当に宝くじに当たったような採択でした

のでこれにあわせて、９，４００万円の工事総額で補助金額が４，８８０万

円ということで、実は工事は１月から西部運動公園のテニスコートは全面停
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止して３月１０日に完了検査を終えて１１日から一般市民に開放しておりま

す。ここもこけら落としをしたかったのですが、これも何もできずじまいと

いうことでございます。 

  続きまして、資料２０でございます。ふれあい交流事業・学習支援につき

ましては、小学校に対する学習支援でございまして、平成１０年度より高齢

者が学習支援や生きがいづくり・世代間交流を目的として小学校に入ってお

ります。担任の先生はもちろんいらっしゃいますけれども、授業を直接高齢

者が、特に「習字支援」、「家庭科支援」については入っていて、「平和学習」、

「しめ縄づくり」、「むかし遊び」は御高齢の方が主体となってやっていただ

いております。市内全小学校の３・４年生を大体中心にスケジュールを組ん

でおります。 

  社会教育部門で交流指導員２名を雇っておりまして、その方と地域のボラ

ンティア「ふれあい交流支援員」という方の協力を得ながら実施しておりま

して、市内の１１小学校で年間２５０コマないしは３００コマ、ここのとこ

ろ人数と学校との調整がうまくいかないため２５０コマ程度になっておりま

すが、実施しております。毎年４月に学校の要望を聞きまして、人数で対応

できる範囲でやっております。 

  実施事業における課題といたしましては、支援員のボランティアの方が今

２０名、最高齢が８９歳、達筆で習字の先生をしていただいておりますが、

なかなか後継者が育たないというところがありまして、私ども担当課では、

ふれあい交流支援員となる方を新規発掘する必要が近々の課題となっており

まして、各小学校のＰＴＡの会合があるところに出ていきまして、直接出て

こられなくても、あなたにもおじいちゃんおばあちゃんはいますよねとお父

さんお母さんはいますよねということで、掘り起こしに努めているところで

ございます。 

  それから資料２１、直方市スポーツ推進委員の任期が今年度末切れますの

で、例規上の定数は２５名ですけれども現在２３名が選任されておりまして、

新年度からは１９名にしようかと思っております。 

  スポーツ推進委員といいますのは、実際の競技の見本、手ほどき、それか

ら支援というような、どちらかというと実技型の支援員ですので１９名にな

ってもちゃんと教えてくれる現役世代の方、それから競技経験者の方がいれ

ば大丈夫ということで、そういう意味では量より質を狙って選任してきたと

ころでございます。 

  ４月１６日に体育館会議室に行って、委嘱状の交付の予定をしております。

例年、小学生は学校で体力測定会を行っておりますが、お声がけいただけ 

ればお手伝いに行けますよというのと、それからカヌー教室をやっています 
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ので、御希望のところはどうぞということで、今現在やっているのが北校と 

東校のカヌー教室の支援に行っております。 

  その次がスポーツ推進委員の新規に任命しようとする名簿の一覧ですが、

一番上の四角の中のちょうど真ん中辺、文字が化けて消えております、新入

校区は吉田俊一さんです。申しわけございません。それから一番下の植木校

区に沖園隆男さんの「お」は雄雌の雄ではなくて男が正しいので、訂正をお

願いいたします。 

  あとは体育関係の団体、バレー協会とかソフトバレー協会とかテニス協会

とかから出ていただいたのと、学識経験者は協議経験者もおりますし、学校

の先生、それから北九州教育事務所の方から選んでおります。急ぎ足でした

が、以上でございます。 

 

○山本教育長 

  文化・スポーツ推進課から六点まとめての説明でしたが、これについて何

かございましたらお願いします。 

  よろしいですか。以上で、報告も全て終了ということになります。その他

に移ります。４月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  失礼いたします。資料２２です。令和元年度４月行事予定について、説明

いたします。座って説明します。 

  まず、１日、水曜日です。臨時校長会議、１４時から行いまして引き続き

一般職の辞令交付及び服務宣誓式を行います。 

  右側の北九州教育事務所・教育センター等の行事の中にある新規採用の辞

令交付式及び教育センター長期派遣研修員入所式、これらが中止になりまし

たので、新規採用教職員に関しての辞令は学校長より執行することになりま

す。午後からは予定どおり辞令交付、服務宣誓式に参加するという流れにな

ります。 

  ２日、木曜日、定例校長会議でございます。 

  ６日、始業式、これは予定どおりです。 

  ９日からは中学校の入学式、小学校２年生から６年生の給食開始というこ 

とです。 

  １０日、金曜日、入学式、小学校全校です。 

  １４日、定例教育委員会。 

  １５日が直方市の初任者研修開講式ということで予定しております。 

  １６日が小学校新１年生の給食開始。 
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  １７日が小中一貫教育推進委員会、並びに１年次の教育研究所の研究員の

辞令交付式を行う予定です。 

  ２０日、月曜日、中学校チャレンジウィーク運営委員会・学校部会。 

  ２１日、火曜日が第１回学力向上担当者会ということで、これは検証委員

会ではございません。学力向上の担当者を集めて学力向上プランにかかわる

学力向上推進状況についての資料作成の確認を行うものです。 

  ２７日、第１回不祥事防止対策検討委員会を行います。この不祥事防止対

策検討委員会は、市教育委員会における不祥事防止対策、各学校の不祥事防

止対策などを検討していく会でございまして年間４回を予定しております。  

年間４回の中の最初の会議でございます。 

  ２７日が生徒指導主事等研修会を予定しております。ここにある研修会等

に関して今後の新型コロナウイルスの感染の状況においては中止、延期等に

なる可能性はありますので、一応予定ということでございます。 

  ４月行事ではございませんが、その次の５月８日に一応告知しておりまし

た管理職歓送迎会につきましては、今回各種イベントの中止要請がございま

すので、これについてはもう取りやめということで本年度は考えておりませ

ん。そして、さらには各学校園が行う歓送迎会等についても４月に中心的に

行われますので、これについても自粛要請をかけておりますので一応報告し

ておきます。以上です。 

 

○山本教育長 

  今年の全国学力テストも中止となっておりますが、ただ、年度内実施での

調整はするようでございます。では、会議録署名委員の指名について、お願

いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  ３月分の会議録署名につきましては、中野委員にお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  では以上で３月定例教育委員会を終了いたします。 
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（署名） 

        直方市教育長 

           

          山本 栄司 

 

      

（署名） 

        直方市教育委員 

         

          中野 昭子 

           

 


